
151

Strixll：151-156（1992）

コムクドリの一夫三妻によるつがい関係

小池重人’

はじめに

コムクドリの雄は渡来すると営巣場所確保のためにほかの雄と争い，可能なかぎり多く

の樹洞や巣箱を確保しようとする．複数の巣箱を確保した雄の巣箱は，時折２～３羽の雌

がわけあって確保することがある．そのため１羽の雄が同時に２～３羽の雌と関係を持つ

ことになる（小池1988)．ふつうはある1羽の雌と本格的に巣づくりを開始すると，それ

以外の巣箱や雌はほかの雄にとられてしまい一夫一妻の形で繁殖するのだが，そのまま一

夫二妻で繁殖する例も知られている．牛山（1976）は一夫二妻の繁殖例を報告しているが，

第２雌のヒナが巣立ち前にすべて死亡したことから，雄が育雛に深く関わるコムクドリに

は一夫二妻という繁殖形態は成立しないと結論づけている．しかしながら，1992年の調査

で一夫三妻の繁殖が行なわれ，すべての巣でヒナを育てあげたことが確認された．そこで，

っがい形成からヒナの巣立ちに到るまでの詳しい状況を報告する．

調査地および調査方法

新潟市本所の約0.5haの調査区に14個の巣箱を架設し繁殖状況を調査した．前年ここで

繁殖した成鳥とヒナは標識しているが，それ以外の未標識の個体は渡来するとできるだけ

早い時期に標識した．巣箱内は１週間に２～３度見まわり，テリトリーの形成過程などの

行動記録は毎日早朝に行なった．また，必要に応じてＶＴＲによる巣箱の出入りを記録し

た．

結果と考察

１．つがい形成過程

４月17日に新潟市の調査区に飛来した未標識の雄を４月25日に標識した（Ｍ５）．渡来

日から推測して昨年生まれの個体ではないと考えられた．４月23日にはＭ５は巣箱の④⑤

⑥⑬⑭をほかの雄から防衛していた．雌のＦ６は４月22日に飛来し，４月23日にこの雄の

占有している範囲を一緒に確保したが，４月24日に雌のＦ５が飛来すると，Ｆ５に⑤⑭を

あけわたした．この段階でＭ５は一夫二妻になった．４月30日にはＭ５の占有巣箱は⑤⑥

④になり，Ｆ５が⑤をＦ６が⑥④をわけあった．Ｆ５，Ｆ６は1990年にこの調査区で生ま

れた個体であり，1991年にＦ５は⑤で，Ｆ６は④で繁殖した．この年Ｆ６と繁殖した雄は

渡来しなかったが，Ｆ５と繁殖した雄のＭ１は①でＦ１と繁殖した．

1992年10月25日受理

１．新潟県立自然科学館．〒950新潟市女池2010-15



⑤
⑥
④

152

０
０

Ｎｅｓｔ

4６

３８

２８

Ｆｉｇ．１．BreedingstagesinthecaseofaLrigynousgroup．

Ａ：Nest-buildingperiod．Ｂ：Ｌａｙｉｎｇｐｅｒｉｏｄ．

Ｃ：Incubationperiod．Ｄ：Nestlingperiod．

Ｔａｂｌｅ1．ＴｈｅｌｅｎｇｔｈｏｆｔｉｍｅｉｎｃｕｂａｔｅｄａｎｄＬｈｅnumberoftimesindividualsentereｄｎｅｓｔ

ｂｏｘｄｕｒｉｎｇｔｈｅｄａｙｉｎｌ９９２．

０
０
４
８
６

２
２

(190ｍin）

ｆｅｍａｌｅ

ａｂ

(490ｍin）

ｆｅｍａｌｅ

ａｂ

Ｍａｙ２１
ｍａｌｅ

ａｂ

(490ｍin）

ｆｅｍａｌｅ

ａｂ

Ｍａｙ２５
ｍａｌｅ

ａｂ

Jｕｎｅｌ

ｍａｌｅ

ａｂ

０
０
６

０
０
０

６

a:Totallengthoftimeincubated.（ｍin.〕

ｂ：Themlmberoftimesenterednest．

各巣箱の繁殖段階を図１に示した．Ｆ５は４ｊＩド旬から⑤で巣づくりを開始した．巣づ

くりはおもに雌が行ない，雄はときどき手‘伝う程度だった．５月８日に産卵をはじめたが，

Ｆ５が４卵目を生んだ11日，Ｍ５の関心はＦ６にうつり，⑥で巣づくりを手伝いだし，⑤

にはあまりいかなくなった．Ｆ６はそれまでほとんど巣づくりらしいものはしていなかっ

たが，Ｍ５が手伝うようになると，急に巣づくりを開始し産卵した．雌はそれ以前には，

ほかの雄が近くでさえずっていると飛んでいったが，Ｍ５が一緒にいるようになると，ほ

かの雄のさえずりには関心を示さなくなった．

Ｆ６が産卵を開始して２日目の５月１７日，Ｆ６が④に関心を示さなくなると，未標識の

雌のＦ４が④に飛来し，のっとった．すると雄はこの雌と多くの時間を過ごすようになっ

た．その結果，表ｌの５月21日の記録のように，雄は⑤と⑥の抱卵をしばらくはほとんど

行なわなかった．しかし，④の巣箱でＦ４が厳卵をはじめ３～４日たつと，こんどは⑤⑥

の各巣箱の抱卵を手伝うようになった（表１，５月25Ｈの記録)．

２．ふ化後の雄の各巣箱への関わり方とヒナヘの影郷

５月25,には，⑤でヒナがふ化した．そのため，その11の１０時頃から雄の関心はおもに

⑤に向き，翌'二Iからはめったにほかの巣鯖には寄りつかなくなった．⑤のヒナがふ化して

から７日後の６月１日には，雄は⑥と④では抱卵はおろか入巣さえ行なわず，ほとんど⑤

の育雛に時間を費やしていた．この傾向はその後も続き，⑥と④のヒナがふ化しても雄は
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この２つの巣のヒナたちに餌を運ぶことはまったくなかった．ふ化４日後の比較では，⑤

のヒナがまったく死亡しなかったのに対して，⑥の４羽のヒナは３羽に④の６羽のヒナは

4羽に減り，成長も⑤のヒナに比べ非常によくない状態であった．ふつうふ化して数日は

両親がヒナを温める．抱雛は雌の方がより長く行ない，かわりに雄がより多く食物を運ぶ

ので，ふ化直後の雄の役割は重要である．しかし⑥④の巣では雌だけが抱雛も餌運びもし

なければいけないので十分な食物を与えることができなかったのだと思われる．その後も

雄は⑥④のヒナを育てることはまったくなかった．

結果として，ふ化11日後のヒナの数と平均体重は⑤が42.09（35～479,,＝５）に対し，

⑥は34.09（23～409,,＝３)，④は32.89（30～399,,＝４）であった．また，⑤から

は５羽のヒナ全部が巣立ったのに対して，⑥と④からはそれぞれ２羽しか巣立たなかった．

３．調査区内の繁殖状況との比較

この調査区の繁殖状況を表２と図２に示した．⑤⑥④のすべてが最終卵後，最初のヒナ

がふ化するまで12日かかった．普通は11日でふ化することからすれば１日遅いといえる

(小池1988)．これは雄がほとんど抱卵しなかったことが原因である．⑥の巣立ちの遅れ

は雄が育雛しなかったことも原因であるが，④では18日で巣立ったことからＦ６がＦ４よ

りも給餌能力が劣っていたことも原因なのだろう．一夫一妻で繁殖し，雄がふ化後５日ま

でに死亡した⑫の巣では，その後，雌だけで３羽のヒナを18日で巣立たせている．ほかの

一夫一妻で繁殖したものと⑤の繁殖成功率はあまり違いがない．このことは雄の育雛が巣
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Table２．Breedingsuccessinl992．
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1１－１２１８60.0

83.8*１７３７３２３１８９．１９３． ９

＊１Thesearemonogamouslybreedingnests．

＊２Thismalediedwithin5daysaftertheyounghatched・Monogamous．

立ち数に大きな影響をおよぼすことを示している．

抱卵日数や育雛日数の増加は，わずかではあるがヘビやイタチなどに捕食の機会をより

多く与えることになると思われる．ヘビの被害は６月以降増加するため巣立ちが遅れれば

遅れるほど被害は大きくなるだろう．このように各巣箱とも雄のこのような傾向はヒナに

とって不利なことであるが，特に２番目以降の巣のヒナは影響が大きいと思われる．

マダラヒタキFjceduIaﾉZypoIeuca（AlataloetaLl981)，オオヨシキリAcrocepﾉbaIus

aru"dmaceus（Catchpoleetal､1985)，セグロセキレイMotacj"αｇｒａ凡djs（Ohsako＆

Yamagishil989)，ホシムクドリStI"･"usuujgarjs(Fearel984）の一夫多妻の例では，

雄は１番目につがった雌のヒナを，一夫一妻のヒナと同じくらい給餌し育てあげるが，２

番目につがった雌のヒナにはほとんどあるいはまったく給餌しない．この状況はコムクド

リの一夫三妻状況における雄の様子とにている．ただし今回の例では，最初に産卵した第

１雌は２番目につがった雌であり，２番目に産卵した第２雌は最初につがった雌であった．

４．一夫三妻が成立した要因

調査区内のほかの場所では一夫多妻はおこらなかった．1991年以前は④⑤⑥付近でも産

卵前に一時的に雄が２～３羽の雌と関係を持っていたが，最終的には一夫一妻で繁殖した．

一夫多妻で繁殖するためには，雄が複数の巣箱をほかの雄から防衛し続けなければならな

い．そのためすべての巣箱がみわたせる位置に巣箱があることが重要であるらしい．１９９２

年の２月にその範囲のマツを伐採したために見晴らしがよくなったことが，一夫三妻で繁

殖した一因だと思われる．また，前年成鳥だった個体の帰還率が，1984～1991年の平均が

59.1％（45.7～100％）に対し，本年は39.1％と低いことも一因だと思われる．そのため本

年は，ほかの雄の侵入数が少なく，Ｍ５は比較的楽に３個の巣箱を確保しつづけることが

できたのであろう．

このような一夫三妻での繁殖様式は，雌にとっては不利なことであるが，雄にとっては

９羽の自分のヒナを育てることができたので有利なことである．しかし適した営巣場所が

ほかに見つからないので，雌としてもやむをえずこういった繁殖方法を選択したものと考

えられる．

1988年にこの調査区で，一方の雌が産卵をはじめ，一方の雌が巣づくりを完成させたと

きに，雄が死亡しうまくいかなかった例があった．それを除けば，1986～1992年の７年間

の調査でのべ１００羽の雄が繁殖し，そのうち１羽の雄だけが一夫多妻で繁殖した（1.0％)．

⑫*２１５５３100.0６０．０
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繁殖初期に一時的に１羽の雄が多数の雌と関係を持つことがふつうであるにもかかわらず，

実際に一夫多妻で繁殖するのは少ないといえる．

要約

コムクドリの一夫三妻の繁殖状況を調査した．雄は第１雌の産卵中に次の雌に関心を持ち，巣づく

りを手伝うようになった．第２雌が産卵をはじめると，産卵が終了する前に第３の雌に関心を持つよ

うになった．また第３雌が産卵をはじめると終える前に，雄は第１雌と第２雌に関心をうつし抱卵を

手伝った．第１の雌がヒナをふ化させると，雄はこのヒナの育雛にかかりきりになり，ほかの雌の巣

にはほとんどいかなくなった．

結果として，第１雌の巣のヒナは，ほかの一夫一妻の巣のヒナと同じくらい巣立ったが，第２雌と

第３雌のヒナは２羽づつしかヒナを育てることができなった．雌は適切な営巣場所が見つからなかっ

たために，やむをえずこのような形で繁殖したものと思われる．７年間にのべ100羽の雄のうち，１

羽だけが一夫多妻で繁殖した（1.0％)．
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